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望事項を決議いたしました。つきましては、

医師会月間行事 昭和51年度の予算編成時たり、乙の決議に

たいし、よろしくど配磁を賜わりますよう強

※12月10日(j()即.事会於医師会館午後 く要望いたし玄す。

7.羽
要 望

1.基本給 1校iとつ失 年額 78.000同

2.健康管理手当 WJ往生徒Xは幼児 1人lと

っき 年額 75円

O報告事項 (1)棋業医選任の件 (2)日医地

域保健活動調査について (3)光市への要

望について (4)人間ドック第二次募集に

ついて (5)民師年金について rO)郡市医

師会長会議について 3健康相談料内科附校医 1回 e 
0協議事項目)予防接暗について (2)産業

医学会の件について 刊弔慰保険につい

ては)呼吸器疾患調査について

※12月13日(土)例会於渇野観光ホテル

午後 7.仰

o報告事項 (1)郡市医師会長会議報告 (2) 

その他

※12月13日(土〕忘年会於場野観光ホテル

午後 7.'m 出席者25名

要 望 書 (学校医.幼稚園)

市長宛

三市医師会長連名

学校及び幼椛闘において児童什..徒及び幼児並

びに職員の健康符理に当勺ている学校医lと対

する処遇は遂年改善されてきましたが、学校

保健法施行令及び同施行槻則が改医され、加

えて青少年の体位、体ノりについて憂慮すべき

指数が論議されその職務が更に複雑旦広範に

なり孫々重大さを増しております今回 、徳山、

下松市、光市三医師医師会理事会は学校保健

の最も望宅しい在り万について輯々研究並び

に検討を電ね本務の完遂を期するため昭和51

年度の学校医の処遇について次のとおりの要

3.行o0円(年間 10回〕

4職員健康診断料 職日 1人につき 1回

600円

5.就学児健康診断料 対象者 1人につき

600同(但し 1校につき故低額

7.8 0 0同〕

6.ツベルクリン反応埼有料 対象者 1人に

つき 140同(ただし 1校につき最

低額 7.8 0 0向)

7.結核予防接馬料 (B、C、G)対象者 1人

につき 9 0円「ただし1校につき最

低額 7.8 0 0円)

8.レントゲン写真診断料 1校につき

390円

9.心電閃診断料 l件につき 460円

要 望 書 (予防接種等)

市長宛

世::nJ民師会長連名

高福祉社会の形成は低成長下にある今日の社

会情勢の中においてとそますますまF要なζ と

であり 、その基需のーっとしての地域住民に

対する健康福祉施設が用滑に遂行される ζ と

は極めて肝要なζ とであります。そのために

忌
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は民学の桔禅的な協h参加が不可欠であり、

徳山、下松市、光市三医師会理事会は住民健

診をはじめ予防接時、休日診療、防災救急業

務等の在り方について碕々研究並びに検詩を

電ね続けてまいりましたが、その完遂を期す

るため、 lil務医師の待遇或は時術料lζ関し次

の通りの要望:IJ項を決議しました。

つ今ましては、附和 51年度の予算編成にあ

たり、乙の決:引と対しよろしく御配慮を賜わ

りますよう強く嘘叩いたし宅す。

要 望

1. 'y防接話:報償金

2. 3才児健康珍査報償金

以l:1人 2時間まで 7.8 0 0同

{旦し出務時間が 2時間を担える場合は

・1時間文は端教務増すごとに 4.0 0 0 

向者?加でZする。なお、出務lζ践しての車

馬債を支給する。

3 乳児健康診査報償金

4. 妊崎健康診斉手数料

1975 

年度の保育所唱託阪の処遇について次の通り

の要望事項を決議しました。

つきましては、明和 51年度の予算編成にあ

たり乙の決議に対し貧しく御配出を賜わりま

すよう強く要望いたします。

要 望

1. 某本給 l保育所につき年額

78.000円

2. 健康t古川!r.判 入所者 l人に つ き 年

糊 75月

3 職員健康診断料 日議員 l人につき 1阿

600問

4. 健康診断料 3.6 0 0円×月同

消防庁の救急白書

消防庁は先艇「教色、白計一救急、業務iζ関する

資料 j を発表したラ自4~}によると、今年 4 月

現在の救急民療体制の現状は、救急業務を実

施している市町村は 25 7 5で対前年比 6~ぢ

増、人口調合で 94.796のと乙ろで実施され

以上 1件につき 2，5 0 0円 ている ζ とになる。教急|環は 29 2 0台で、

5. レントゲン写真診断料 l枚につき 319台の増となっておる。救急病院は僅か

390同 に増加しておるが、診療所は減りつづけてお

要望 書 (保 育所)

市長宛

三市医師会長連名

保育所の入所有及び時員の健鹿管理lζ当って

いる嘱託医の処遇は遂年改善されてきさ主した

が、庁少年の体1((.-体hについて憂慮すべき

指執が論議されその時務が益々重大さを増し

ており宅す今Ll、徳山、下松市 、光市三医師

会理事会は本務の完遂を期するため昭和 51 

る。救急車の出動は、 1日、ド均 3894回で、

約 22抄lζ1回の割合で、太郎市およびその

周辺地域で多く、全般的にみると前年に比べ

て 5.996の増加である。'ji:故符.別にみると、

急病 52.3鎖、交通#故 20.4勿。両者で全

体の 4分の 3を占めており、特』ζ急病の伸び

が著しくなっておる。
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PしACENTA-SAUERBRUCH
新しいタイプの胃・十二指腸演痕治療剤

91 健保適用U)~L'Ei事~-m 。
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PROF.SAUERBRUCH.PRAPARATE BOTTGER K G. BERLIN WEST 

動脈硬化性諸疾患の治療に

優れた作用を持った新薬を開発/

::JIJ=住宅，ミ邑@錠 ~~i~ 
臼、oIexaπ布、

【2.2.6.6-Tetrakis (Nicotinoyloxymethyl)cyclohexanol) 

一般名(I.N.N.): =-コモール(Nicomol)

⑫ 毒ヨーリ号制

あとがき
u・，。‘-、‘'町，ー，._"... ・... 

，._勺も.-.‘'‘'。省_.."司'‘・

E尾崎会の一年を娠めかえってみると先ずほ

平隠無事と云いたい所だが、 年 1回の診療費

改定は、中氏協で合息された事項にも拘らず

中医協の再開は何が原因か、誰の責任か一向

に進渉しない。期待された 10月1日実施は

過ぎ去り 、現在の状況では年内改定も物理的

Kも不可能に近い。せめて来春の吉報を期待

しつつ御互いに無唱に越年される乙とを祈る。

霜月や日どとにうとき菊畑

(虚子)
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